
（前回評価結果） 単位施策④

総
合
評
価

評価結果 単位施策ごとの評価結果

＊前年度に「完了」「休止」「廃止」となった事業額についても合算されています。　

B 55.0

55

総合評価の区分

A
単位施策① 単位施策② 単位施策③

結果（平均値）が55以上：Ａ
結果（平均値）が50以上55未満：Ｂ
結果（平均値）が40以上50未満：Ｃ
結果（平均値）が40未満：Ｄ

55

単位施策⑤ 結果（平均値）

55

193,347 193,347

総事業費 345,149 334,607 349,563 350,932 352,453

190,785

令和7年度計画額

事業費 141,408 148,267 158,778 157,585 159,106

令和5年度決算額 令和6年度予算額

事
業
額

（単位：千円） 令和3年度決算額 令和4年度決算額

概算人件費 203,741 186,340

令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値

指
標
⑤

名称 単位

年度 令和3年度 令和4年度

目標値 現状値 指標の種別

令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値

指
標
④

名称 単位

年度 令和3年度 令和4年度

目標値 現状値 指標の種別

令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値

指
標
③

名称 単位

年度 令和3年度 令和4年度

目標値 現状値 指標の種別

令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値 2,411.900 2,252.500 2,223.500

指
標
②

名称 市域の温室効果ガスの排出量 単位

0.000

結果

年度 令和3年度 令和4年度

千ｔ―ＣＯ２

目標値 ２，１７３．０（令和７年度） 現状値 ２，４１２．０（平成２８年度） 指標の種別

令和6年度 令和7年度

実績値 13.100 15.400 14.100

目標値 現状値を上回る（令和７年度） 現状値 １５．８（令和２年度）

0.000

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

指標の種別 成果

施策関係課 （環境部）環境総務課・自然保護対策課・環境保全課

●施策の基本方針（目標）

市民とともに環境問題に対する意識を高め、良好な生活環境の保全と地球温暖化の防止に向けた取り組みを積極的
に推進し、安心して生活できる環境をめざします。

●目標指標

指
標
①

名称 この施策の推進が図られていると感じる人の割合（市民意識調査：Ⅳ－２） 単位 ％

施策評価調書（１）

めざす姿 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”

施策名 ２　環境の保全と創造

令和5年度評価対象年度



評価対象年度

施策を構成する実施計画事業の状況

203
54

現状維持で実
施環境総務課 1,975 1,925 1,975 2,025 2,025

181

令和5年度 
事業費 

（決算額）

令和6年度 
事業費 

（予算額）

環境審議会経費
環境部 174 377

令和4年度 
事業費 

（決算額）

概算人件費

施策評価調書（２）

概算人件費

305

令和5年度

令和6年度の 
実施方向性

概算人件費 概算人件費 概算人件費

令和7年度 
事業費 

（計画額）
令和5年度の 

総評価

（単位：千円）

単位施策名 ①　生活環境の保全

事業名称 担当課

令和3年度 
事業費 

（決算額）

16,200
環境啓発事業

環境部 5,135 5,891 現状維持で実
施環境総務課 15,800 15,400 15,800 16,200

11,042 6,557
54

6,600

83,916

4,063 3,675
56

3,675
環境規制・啓発事業

環境部 1,676 2,099 現状維持で実
施環境保全課 90,455 82,775 86,110 83,916

2,025
浄化槽設置整備費補助事業

環境部 566 522 現状維持で実
施環境保全課 1,580 1,540 1,185 2,025

930 940
56

940

4,698

2,082 1,320
54

1,320
浄化槽台帳システム費

環境部 2,016 1,988 効率化して実
施環境保全課 3,555 3,465 3,555 4,698

11,826
大気・騒音環境調査事業

環境部 33,153 40,191 現状維持で実
施環境保全課 12,640 13,090 11,060 11,826

38,419 48,652
56

48,652

30,375

12,623 11,045
56

11,045
水環境調査・分析事業

環境部 22,847 14,065 現状維持で実
施環境保全課 33,970 33,110 29,625 30,375

令和6年度の 
実施方向性

拡充して実施

令和4年度 
事業費 

（決算額）

令和5年度 
事業費 

（決算額）

令和6年度 
事業費 

（予算額）
令和5年度の 

総評価

67,500

概算人件費 概算人件費

令和7年度 
事業費 

（計画額）事業名称 担当課

令和3年度 
事業費 

（決算額）

地球温暖化対策活動支援事業
環境部 55,448

概算人件費

環境総務課 7,900
54

69,000

概算人件費 概算人件費

63,380 67,155

7,700

2,512 1,124 現状維持で実
施環境総務課

8,100 8,1007,900

12,640 12,960

1,337 2,213

単位施策名 ②　地球環境の保全

12,960
環境マネジメントシステム事業

環境部

地球温暖化防止活動推進事業
環境部 6,985 7,000

15,800 12,320

7,220
54

7,300

56
2,213

1,620

概算人件費 概算人件費

令和7年度 
事業費 

（計画額）

現状維持で実
施環境総務課 1,580 1,540 1,580 1,620

7,080

9,501

8,470 13,035

令和6年度の 
実施方向性

現状維持で実
施

令和4年度 
事業費 

（決算額）

令和5年度 
事業費 

（決算額）

令和6年度 
事業費 

（予算額）
令和5年度の 

総評価

2,727

事業名称 担当課

令和3年度 
事業費 

（決算額）

生物多様性保全事業
環境部 7,988

12,879 12,879

概算人件費

自然保護対策課 13,193
54

2,727

概算人件費 概算人件費

8,928

単位施策名 ③　生物多様性の保全

6,723
鳥獣捕獲等許可関連事業

環境部 2,908 2,702 効率化して実
施自然保護対策課

56
5,431

5,293 5,005 6,320 6,723

4,365 5,431



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 環境審議会経費 担当
環境部

環境総務課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5376 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 平成 6 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-①　生活環境の保全

根拠法令等  環境基本法、川口市環境審議会条例

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち義務的なもの 実施形態 直営

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

市民 同左

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

市長の諮問に応じ、環境保全に関する事項を調査審議し、及
びこれらについて必要と認める事項を市長に建議する。

年数回審議会を開催し、知識経験者などの委員から環境保全に関し
意見をもらう。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・第１回（11/27）川口市環境報告書について他 
・第２回（2/20）生物多様性保全の取り組みについて

第3次川口市環境基本計画及び第2次川口市地球温暖化対策実行計
画などに基づく施策の実施にあたり、幅広い分野から選任された委員
の意見を伺うことができた。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値・達成状況

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 1 目 2 細目 1 細々目 環境審議会経費

537 203

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

305 203

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 174 377 181

予算額（Ａ） 203

財
源
※

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0

一般財源（Ｄ） 174 377 181 305

概算人件費（Ｅ） 1,975 1,925 1,975 2,025 2,025

0.25 0.00 0.25従事職員人数（人） 常勤 再任用 0.25 0.00 0.25 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 2,149 2,302 2,156 2,330 2,228

0.00 0.25 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

13
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 検討した 受益者負担の水準 適正

民間活用 活用の余地なし ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

54
近年、地球温暖化によると思われる気候変動や自然の喪失など、環境分野を取り巻く状況は
大きく変化している。このような状況に的確に対応するため、審議会委員から多様な意見や提
案をいただき、環境の保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画的に推進していく。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 環境啓発事業 担当
環境部

環境総務課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5320 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 平成 19 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-①　生活環境の保全

根拠法令等  環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律（平成十五年七月二十五日法律第百三十号）

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち任意のもの 実施形態 直営

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

市民、事業者、学校、民間団体 市民

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

①川口を環境共生都市として将来に引き継ぐために、環境に
配慮した行動ができる人を育てるため。 
②市民、事業者、市が協働・連携して、脱炭素社会の実現に
向けて取り組むようにするため。

さまざまな環境学習機会の提供。 
市民の環境活動発表の場の提供。 
市民、事業者、市の協働による二酸化炭素排出量削減への取り組み。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・エコライフＤＡＹ（６月） 
・環境フェスタ（７月） 
・環境フォーラム（１２月） 
・地球温暖化防止ポスターコンクール（６～１２月） 
・グリーンカーテン啓発事業（５～９月）

地球温暖化防止の学習機会を設けることや更なる啓発のため、継続的
に講座やイベント等を行うことで市民に常に意識してもらうことに繋がっ
た。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 エコライフＤＡＹ参加者数 指標・目標値の
説明（算定式）

「第２次川口市地球温暖化対策実行計画」の２０３０年度目標値とす
る。単位 人 指標の種別 結果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

100,000.00 100,000.00 100,000.00 100,000.00 100,000.00

実績値・達成状況 110,435.00 達成 83,220.00 未達成 63,279.00 未達成

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 1 目 4 細目 1 細々目 環境啓発事業

6,597 12,219

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

6,557 6,600

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 5,135 5,891 11,042

予算額（Ａ） 6,503

財
源
※

特定財源（Ｃ） 0 0 0 80

一般財源（Ｄ） 5,135 5,891 11,042 6,477

概算人件費（Ｅ） 15,800 15,400 15,800 16,200 16,200

2.00 0.00 2.00従事職員人数（人） 常勤 再任用 2.00 0.00 2.00 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 20,935 21,291 26,842 22,757 22,800

0.00 2.00 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

13
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 検討した ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

54
　エコライフＤＡＹの参加者数の減少は環境意識の低下ではなく、参加方法や周知方法の変
更に伴うものと考えられ、今後改善していく。 
　その他のイベント等についてはコロナ禍前の方法に近い形に戻し実施したが、開催方法や定
員については定期的に見直していく。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 環境規制・啓発事業 担当
環境部

環境保全課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5389 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-①　生活環境の保全

根拠法令等  環境基本法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、騒音規制法、振動規制法　等

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち義務的なもの 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

市民及び環境法令の規制を受ける事業者等 市民等

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

環境法令に基づく事業所の規制、公害苦情処理及び環境問
題に関する啓発等を行い、市民の健康保持及び生活環境の
保全を図る。

・環境法令に基づく届出等の処理及び立入検査、これに伴う助言、指
導 
・公害等に係る苦情の相談受付及び処理 
・大気汚染緊急時の対応 
・あき地の適正な管理の指導 
・異常水質事故発生時の対応　・環境啓発活動

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・環境法令に基づく届出等の処理及び立入検査、これに伴う
助言、指導　  
・公害等に係る苦情の相談受付及び処理  
・大気汚染緊急時の対応 
・あき地の適正な管理の指導  
・異常水質事故発生時の対応　・環境啓発活動

環境法令の遵守指導、苦情の相談受付及び処理、環境啓発活動等
により、市民の健康保持、生活環境の保全、環境保全意識の向上に
寄与した。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 環境法令に基づく届出等の処理（受理）件数 指標・目標値の
説明（算定式）

環境法令に定める届出及び報告の件数。 
事業者が環境法令に基づき提出するもので、目標値の設定に馴染ま
ない。単位 件 指標の種別 活動

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

設定なし 設定なし 設定なし 設定なし 設定なし

実績値・達成状況 1,527.00 － 1,332.00 － 1,484.00 －

指
標
②

名称 公害苦情の処理（受理）件数 指標・目標値の
説明（算定式）

市民等からの公害苦情に基づく現地調査及び発生源への指導件数。 
随時、市民からの申立に基づき提出するもので、目標値の設定に馴染
まない。単位 件 指標の種別 活動

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

－

令和7年度

設定なし 設定なし 設定なし 設定なし 設定なし

予算費目 川口市一般会計

－ 187.00 － 155.00

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況 198.00

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 2 目 2 細目 1 細々目 環境規制・啓発事業

3,100 5,275

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

3,675 3,675

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 1,676 2,099 4,063

予算額（Ａ） 3,451

財
源
※

特定財源（Ｃ） 1,676 1,561 3,460 1,641

一般財源（Ｄ） 0 538 603 2,034

概算人件費（Ｅ） 90,455 82,775 86,110 83,916 83,916

10.36 0.00 10.36従事職員人数（人） 常勤 再任用 11.45 0.00 10.75 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 92,131 84,874 90,173 87,591 87,591

0.00 10.90 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

15
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

56
公害問題は、かねてからの経済・産業活動に伴うものに加え、今日では都市生活に伴うものま
で多様化しており、市民及び事業者等に対し、適正な施設・設備の管理による発生抑制や、更
なる環境保全行動等を促すため、効果的な助言・指導及び周知・啓発の方法を検討する。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 浄化槽設置整備費補助事業 担当
環境部

環境保全課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5389 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 平成 3 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-①　生活環境の保全

根拠法令等  浄化槽法、循環型社会形成推進基本法、川口市浄化槽設置整備事業補助金交付要綱

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち任意のもの 実施形態 補助金・負担金

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

浄化槽設置整備事業補助金交付要綱の補助要件に合致す
る市民等

市民及び事業者等

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

合併処理浄化槽を新設設置しようとする者、又は、既存単独
処理浄化槽若しくは汲み取り便槽から合併処理浄化槽に転
換しようとする者に対して補助金を交付することにより、生活
排水による公共用水域の水質汚濁の軽減に寄与する。

公共下水道事業計画策定区域以外の地域に１０人槽以下の合併処理
浄化槽を新設設置又はこれに転換する者に対し、その費用の一部を
補助する。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

合併処理浄化槽を新設設置した者に対し、その費用の一部
を補助した。

下水管の敷設が見込まれない市街化調整区域の住宅において、汚水
処理未普及解消に寄与した。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 合併処理浄化槽設置・転換基数 指標・目標値の
説明（算定式）

合併処理浄化槽を新設設置又はこれに転換し、その費用の一部を補
助した件数（基数）。　申請に基づき補助するものであり、目標値の設
定に馴染まない。単位 基 指標の種別 活動

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

設定なし 設定なし 設定なし 設定なし 設定なし

実績値・達成状況 1.00 － 2.00 － 3.00 －

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 2 目 2 細目 2 細々目 浄化槽設置整備費補助事業

940 940

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

940 940

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 566 522 930

予算額（Ａ） 1,000

財
源
※

特定財源（Ｃ） 188 313 173 413

一般財源（Ｄ） 378 209 757 527

概算人件費（Ｅ） 1,580 1,540 1,185 2,025 2,025

0.25 0.00 0.25従事職員人数（人） 常勤 再任用 0.20 0.00 0.20 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 2,146 2,062 2,115 2,965 2,965

0.00 0.15 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

15
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 活用の余地なし ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

56
公共下水道事業計画策定区域以外の地域であることや汚水処理未普及解消につながることな
ど、国庫助成の諸条件を満たさなければならず、補助のハードルは高い。更なる需要を促すた
め、効果的な周知の方法を検討する。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 浄化槽台帳システム費 担当
環境部

環境保全課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5389 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 令和 3 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-①　生活環境の保全

根拠法令等  浄化槽法

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち義務的なもの 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

浄化槽法第49条に基づく浄化槽台帳 市民及び事業者等

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

浄化槽の設置（浄化槽の管理者・浄化槽の設置場所等）及び
維持管理（清掃の実施・保守点検の実施・法定検査の受検
等）の状況を一元管理することで浄化槽の整備促進及び維持
管理の適正化に資する。

・浄化槽個別情報の入手、整理 
・浄化槽個別情報の電算入力 
・台帳を活用した助言、指導

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

市が新たに入手した「浄化槽に関する調書」、「浄化槽設置届
出書」等の情報をもとに、浄化槽台帳システムに登録する浄 
化槽個別情報を新規入力し、又は、これを更新した。こうした
情報から各種条件別に浄化槽管理者を抽出し、適切な維持 
管理の実施等を助言、指導した。

時間の経過に伴って信頼性が低下する浄化槽個別情報を新規入力
し、又はこれを更新することで、個別台帳の信頼性の維持が図れた。こ
うした情報をもとに、浄化槽管理者に対し、正確で効果的な助言、指導
ができた。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 浄化槽個別情報の精査 指標・目標値の
説明（算定式）

浄化槽個別情報を新規入力し、又は、これを更新した件数 
「浄化槽に関する調書」、「浄化槽設置届出書」等の情報をもとに入
力、更新するものであり、目標値の設定に馴染まない。単位 件 指標の種別 活動

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

設定なし 設定なし 設定なし 設定なし 設定なし

実績値・達成状況 65,115.00 － 52,913.00 － 58,172.00 －

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 2 目 2 細目 3 細々目 浄化槽台帳システム導入事業

2,343 2,354

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

1,320 1,320

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 2,016 1,988 2,082

予算額（Ａ） 2,618

財
源
※

特定財源（Ｃ） 236 649 535 308

一般財源（Ｄ） 1,780 1,339 1,547 1,012

概算人件費（Ｅ） 3,555 3,465 3,555 4,698 4,698

0.58 0.00 0.58従事職員人数（人） 常勤 再任用 0.45 0.00 0.45 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 5,571 5,453 5,637 6,018 6,018

0.00 0.45 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

11

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行わなかった

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

15
公
平
性

受益者の資格条件 適正

効率化して実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 効率化して実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

54
業者等から得た維持管理情報のシステムへの入力は、そのほとんどを委託により行っている
が、入力作業中の突合（紐付け）に相当の時間を要している。今後は、業者等の顧客番号と台
帳システム上の番号を紐付けるなどにより、当該事業に専念する時間の削減を検討する。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 大気・騒音環境調査事業 担当
環境部

環境保全課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5389 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-①　生活環境の保全

根拠法令等  大気汚染防止法、ダイオキシン類対策特別措置法、騒音規制法、振動規制法

２ 事業概要

事務分類 法定受託事務 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

・市民 
・大気汚染　・有害大気汚染物質　・ダイオキシン類 
・微小粒子状物質　・自動車騒音　・道路交通振動

市民

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

・環境法令に基づき大気汚染、ダイオキシン類等及び自動車
騒音の常時監視等を行い、環境基準達成状況等を環境省、
埼玉県に報告する。 
・本市における環境の状況を市民に公表し、情報提供する。

・大気汚染の常時監視　・有害大気汚染物質の常時監視 
・ダイオキシン類の常時監視 
・自動車騒音の常時監視　・道路交通振動の測定 
・微小粒子状物質(PM2.5)の成分分析 
・上記情報の公開

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・大気汚染の常時監視　・有害大気汚染物質の常時監視　 
・ダイオキシン類の常時監視　・自動車騒音の常時監視　 
・道路交通振動の測定　 
・微小粒子状物質（PM2.5）の成分分析　 
・市ホームページ等での常時監視等測定結果の公表

環境省が定める事務処理基準に従い常時監視等を実施し、大気環境
基準のうち光化学オキシダントを除く１０項目について環境基準を達成
した。市民に測定結果等の情報を提供した。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 大気環境基準項目達成率 指標・目標値の
説明（算定式）

達成率　（％）＝評価年度の環境基準達成項目数／ 
環境基準測定項目数（１１項目）×１００ 
達成率（％）が高いほど良好な環境といえる。単位 ％ 指標の種別 成果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

100.00 100.00 100.00 0.00 0.00

実績値・達成状況 90.90 未達成 90.90 未達成 90.90 未達成

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 2 目 4 細目 1 細々目 大気・騒音環境調査事業

40,986 38,891

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

48,652 48,652

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 33,153 40,191 38,419

予算額（Ａ） 34,342

財
源
※

特定財源（Ｃ） 2,541 2,541 2,450 2,450

一般財源（Ｄ） 30,612 37,650 35,969 46,202

概算人件費（Ｅ） 12,640 13,090 11,060 11,826 11,826

1.46 0.00 1.46従事職員人数（人） 常勤 再任用 1.60 0.00 1.70 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 45,793 53,281 49,479 60,478 60,478

0.00 1.40 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

15
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

56
ダイオキシン類の常時監視をはじめ専門的知見や資格を有する調査では、例年、委託料を計
上しなければならない。また、市内６測定局においては、老朽化に伴う維持管理費の増加が想
定され、測定局に設置している２５台の常時監視測定機器については、通常、５～７年毎の更
新が必要であり、財源の確保が必要である。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 水環境調査・分析事業 担当
環境部

環境保全課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5389 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-①　生活環境の保全

根拠法令等  水質汚濁防止法

２ 事業概要

事務分類 法定受託事務 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

・市民 
・公共用水域（河川）及び地下水の水質汚濁

市民

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

・環境法令に基づき公共用水域及び地下水の常時監視等を
行い、環境基準達成状況等を環境省、埼玉県に報告する。 
・本市における環境の状況を市民に公表し、情報提供する。 
・各部局からの依頼により水質分析等を実施し、各々の委託
料を節減する。

・公共用水域の常時監視 
・地下水の常時監視 
・上記情報の公開 
・各部局からの依頼による水質分析等

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・公共用水域の常時監視 
・地下水の常時監視 
・市ホームページ等での常時監視測定結果の公表 
・各部局からの依頼による水質分析等

埼玉県が定める水質測定計画に従い常時監視を実施し、公共用水域
の環境基準が適用される５地点について４地点でＢＯＤ値の環境基準
を達成した。市民に測定結果等の情報を提供した。各部局からの依頼
により水質分析等を実施し、各々の委託料の節減に寄与した。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 公共用水域のＢＯＤ値の環境基準達成率 指標・目標値の
説明（算定式）

達成率（％）＝評価年度の環境基準達成地点数／ 
環境基準適用地点数（５地点）×１００ 
達成率（％）が高いほど良好な環境といえる。単位 ％ 指標の種別 成果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

100.00 100.00 100.00 0.00 0.00

実績値・達成状況 80.00 未達成 80.00 未達成 80.00 未達成

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 2 目 4 細目 2 細々目 水環境調査・分析事業

15,393 14,048

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

11,045 11,045

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 22,847 14,065 12,623

予算額（Ａ） 23,605

財
源
※

特定財源（Ｃ） 7,112 6,838 6,811 8,011

一般財源（Ｄ） 15,735 7,227 5,812 3,034

概算人件費（Ｅ） 33,970 33,110 29,625 30,375 30,375

3.75 0.00 3.75従事職員人数（人） 常勤 再任用 4.30 0.00 4.30 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 56,817 47,175 42,248 41,420 41,420

0.00 3.75 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

15
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

56
公共用水域や地下水に係る環境基準項目は増加傾向にあり、市が分析できない調査項目に
おいては、例年、委託料を計上しなければならない。また、当課で使用している各種分析機器
は、通常、耐用年数が１０年～１５年毎の更新が必要である。適時のメンテナンスが機器の延命
化にもつながることから、費用対効果を見極めながらこれを行う。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 地球温暖化対策活動支援事業 担当
環境部

環境総務課

事業区分 主要事業 政策宣言 問い合わせ先 048-228-5320 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 平成 22 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-②　地球環境の保全

根拠法令等  地球温暖化対策の推進に関する法律、エネルギーの使用の合理化等に関する法律

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち任意のもの 実施形態 直営

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

市民、事業者 市民、事業者

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

　市域における温室効果ガス排出量を削減し、脱炭素社会へ
の推進を図るため。

①地球温暖化対策活動支援金 
　太陽光発電システムの設置など、地球温暖化対策活動に取り組む市
民に対する支援金の交付。 
②地域貢献発電支援金 
　公益的施設に太陽光発電及び蓄電池を設置し、地域住民に環境教
育または非常時の電源供給を行う事業者に対する支援金の交付。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・地球温暖化対策活動支援金 
　市民に対し太陽光発電システムの設置など11種類の支援
金を交付（1,018件） 
・地域貢献発電支援金 
　医療機関（１者）に対し、太陽光発電及び蓄電池の設置に
支援金を交付。

　予算限度額に達し募集を予定より早めて締め切ることとなり、一部目
標に達していない支援対象システムはあったが、総合的な評価的とし
ては十分成果があった。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 太陽光発電システムの支援件数 指標・目標値の
説明（算定式）

「第２次川口市地球温暖化対策実行計画」の２０３０年度目標値に近づ
けるためＲ３～Ｒ５の３年間の平均の１．２倍を目標とする。単位 件 指標の種別 結果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

350.00 350.00 290.00 323.00 323.00

実績値・達成状況 267.00 未達成 296.00 未達成 245.00 未達成

指
標
②

名称 定置用リチウムイオン蓄電池の支援件数 指標・目標値の
説明（算定式）

「第２次川口市地球温暖化対策実行計画」の２０３０年度目標を達成す
るためＲ３～Ｒ５の３年間の平均値を維持する。単位 件 指標の種別 結果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

達成

令和7年度

200.00 200.00 225.00 263.00 263.00

予算費目 川口市一般会計

達成 309.00 達成 245.00

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況 235.00

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 1 目 4 細目 3 細々目 地球温暖化対策活動支援事業

64,693 67,171

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

67,500 69,000

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 55,448 63,380 67,155

予算額（Ａ） 63,326

財
源
※

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0

一般財源（Ｄ） 55,448 63,380 67,155 67,500

概算人件費（Ｅ） 7,900 7,700 7,900 8,100 8,100

1.00 0.00 1.00従事職員人数（人） 常勤 再任用 1.00 0.00 1.00 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 63,348 71,080 75,055 75,600 77,100

0.00 1.00 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

13
公
平
性

受益者の資格条件 適正

拡充して実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 検討した ／15 対象者への周知

翌々年度 拡充して実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

54
　売電価格の下落などの要因から太陽光発電システムは目標値に達しなかったが、支援金は
複数の支援対象システムがあり、合計では予算限度額には達していることから、今後は対象シ
ステムや支援金額についても定期的に見直していく。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 環境マネジメントシステム事業 担当
環境部

環境総務課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-228-5376 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 平成 11 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-②　地球環境の保全

根拠法令等 地球温暖化対策の推進に関する法律、エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち任意のもの 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

市職員 市民

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

本市の事務及び事業において、第2次川口市地球温暖化対
策実行計画に基づき、可能な限り環境に負荷を与えない事
務事業を展開することにより、環境負荷を継続的に低減して
いくことを目的としているもの。

第2次川口市地球温暖化対策実行計画に基づき、エネルギーの使用
量等を調査し、温室効果ガス排出量の算定を行う。更に、測定等の結
果を市ホームページで公表する。また、職員向けに環境研修等を実施
する。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

第2次川口市地球温暖化対策実行計画に掲げた、各種施策
を実施し、「地球温暖化対策の推進に関する法律」などに基
づく、温室効果ガスの排出量等を国や県に報告した。エネル
ギー使用量の把握や環境研修の実施により職員の意識啓発
を図った。

第2次川口市地球温暖化対策実行計画に基づき、市の事務事業に伴
うエネルギー使用量を管理することができた。更に、エネルギー使用量
の把握や環境研修等の実施により、職員の省エネルギー等の意識啓
発が図られた。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 市の事務事業における温室効果ガス排出量 指標・目標値の
説明（算定式）

平成２５年度を基準年度とし、令和４年度までに、市の事務事業におけ
る温室効果ガスの排出量を１４％以上削減し、１１１，１５５ｔ－ＣＯ２以下
とする。※前実行計画目標値単位 ｔ－ＣＯ２ 指標の種別 結果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

実績値・達成状況 138,039.00 ― 136,352.00 未達成 0.00

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 1 目 3 細目 1 細々目 環境マネジメントシステム事業

1,701 1,886

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2,213 2,213

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 2,512 1,124 1,337

予算額（Ａ） 2,552

財
源
※

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0

一般財源（Ｄ） 2,512 1,124 1,337 2,213

概算人件費（Ｅ） 15,800 12,320 12,640 12,960 12,960

1.60 0.00 1.60従事職員人数（人） 常勤 再任用 2.00 0.00 1.60 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 18,312 13,444 13,977 15,173 15,173

0.00 1.60 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

15
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

56
第2次川口市地球温暖化対策実行計画に基づき、温室効果ガス排出量の削減に取り組んで
いるが、市の事務事業における電気使用等による排出量は減っているものの、ごみ焼却排出
量は依然高く、特にプラスチック類焼却量が多いことから、省エネ・創エネに加えて、ごみ排出
について職員の意識改善が必要である。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 地球温暖化防止活動推進事業 担当
環境部

環境総務課

事業区分 - 問い合わせ先 048-228-5320 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 令和 元 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-②　地球環境の保全

根拠法令等  地球温暖化対策の推進に関する法律第38条、川口市地球温暖化防止活動推進センターの指定等に関する要領

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち任意のもの 実施形態 全部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

ＮＰＯ法人、市民、事業者、学校、民間団体 市民

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

市から地球温暖化防止活動推進センターとして指定されたＮ
ＰＯ法人に対して、市が地球温暖化防止に関する業務の一部
を委託することにより、地球温暖化防止活動推進センターの
活動内容の充実を図るもの。

①リサイクルプラザ4階にある普及啓発スペースの通年管理、②各種イ
ベントの開催、③環境講座講師派遣、④国・県等との連絡調整につい
て業務委託するもの。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

・リサイクルプラザ4階にある普及啓発スペースを開所（イベン
トやパネル展示　水曜から日曜の週５日） 
・各種イベントへの出展 
・学校、事業者からの依頼による環境講座講師派遣 
・その他（相談対応、ＨＰ公開等）

　イベントや環境講座などを通じ、地球温暖化防止の普及啓発を広く
行えた。

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 利用者数（地球温暖化防止活動推進事業） 指標・目標値の
説明（算定式）

業務委託契約において定めている目標値
単位 人 指標の種別 結果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

6,000.00 6,000.00 6,000.00 6,000.00 6,000.00

実績値・達成状況 13,829.00 達成 13,371.00 達成 15,557.00 達成

指
標
②

名称 エコ・スクールン実施回数 指標・目標値の
説明（算定式）

業務委託契約において定めている目標値
単位 回 指標の種別 結果

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

達成

令和7年度

40.00 40.00 52.00 52.00 52.00

予算費目 川口市一般会計

達成 110.00 達成 114.00

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況 73.00

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 1 目 4 細目 5 細々目 地球温暖化防止活動推進事業

7,000 7,080

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

7,220 7,300

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 6,985 7,000 7,080

予算額（Ａ） 6,985

財
源
※

特定財源（Ｃ） 0 0 0 0

一般財源（Ｄ） 6,985 7,000 7,080 7,220

概算人件費（Ｅ） 1,580 1,540 1,580 1,620 1,620

0.20 0.00 0.20従事職員人数（人） 常勤 再任用 0.20 0.00 0.20 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 8,565 8,540 8,660 8,840 8,920

0.00 0.20 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

13
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 検討した 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

54
学校等からの講座の講師派遣依頼は目標値を上回る依頼があるが、同一の学校からの継続
的な依頼も多く、さらなる周知方法や新たなメニューを加えることについて検討を行う。 翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 生物多様性保全事業 担当
環境部

自然保護対策課

事業区分 主要事業 政策宣言 問い合わせ先 048-229-6735 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 令和 元 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-③　生物多様性の保全

根拠法令等  生物多様性基本法

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち義務的なもの 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

市民、自然保護団体 同左

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

本市には、荒川や芝川など多くの水辺空間や見沼田んぼや
安行台地など、動物の生息や植物の育成に欠かせない豊か
な緑が残されている。このような自然環境の量的・質的向上を
図るとともに、河川や樹林地などの保全と活用を適切に行い、
社会的自然的条件に応じた生物多様性の保全を推進する。

「川口いきもの通信」の発行及び市民参加型の「川口いきもの調査」、
見沼自然の家を拠点に小学生を対象とした「川口いきもの探検隊」等
を実施し、生物多様性に関する市民の理解を深めるため、啓発事業等
を行う。また、市内の生態系調査を実施し、今後の自然保護活動に活
用する。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

市内小学生全児童に「川口いきもの通信」を配布し周知啓発
を行った。市民参加型の「川口いきもの調査」と生態系調査等
（過去3年間）の結果を集計・分析し報告書を作成。また、川
口いきもの図鑑を作成した。小学生とその保護者を対象に見
沼自然の家周辺で、「川口いきもの探険隊」を、イイナパーク
川口等で、「夜のいきもの観察会」を実施した。

川口いきもの通信の配布枚数102,000枚（年3回） 
川口いきもの調査の報告件数4,514件 
川口いきもの探検隊4回開催（中止2回）:定員20組（応募数43組） 
夜のいきもの観察会（イイナパーク川口）：定員90組（応募数380組） 
夜のいきもの観察会（グリーンセンター）：定員100組（応募数339組）

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値・達成状況

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 1 目 4 細目 4 細々目 生物多様性保全事業

9,371 10,051

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2,727 2,727

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 7,988 8,928 9,501

予算額（Ａ） 8,285

財
源
※

特定財源（Ｃ） 0 0 1,000 0

一般財源（Ｄ） 7,988 8,928 8,501 2,727

概算人件費（Ｅ） 13,193 8,470 13,035 12,879 12,879

1.59 0.00 1.59従事職員人数（人） 常勤 再任用 1.67 0.00 1.10 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 21,181 17,398 22,536 15,606 15,606

0.00 1.65 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待どおり

13市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 高かった

13
公
平
性

受益者の資格条件 適正

現状維持で実施

／60

業務プロセス改善 検討した 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 現状維持で実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

54
「川口いきもの調査」は本年度も多くの調査報告をいただいた。また、「川口いきもの探険隊」
「夜のいきもの観察会」については定員を超える多くの応募があった。生物多様性について興
味や関心をもち、理解を深めてもらう機会の提供となっている。今後も継続（拡充）して実施して
いくことが重要である。

翌年度



実施計画事業評価調書 評価対象年度 令和5年度

事業名称 鳥獣捕獲等許可関連事業 担当
環境部

自然保護対策課

事業区分 通常事業 - 問い合わせ先 048-229-6735 新規・継続 継続

１ 事業期間・根拠等

事業期間 平成 15 年度 ～ 年度

第5次川口市総合計画 Ⅳ　都市と自然が調和した“人と環境にやさしいまち”-２　環境の保全と創造-③　生物多様性の保全

根拠法令等  鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律、特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律

２ 事業概要

事務分類 自治事務のうち義務的なもの 実施形態 一部委託

事業対象

事業の対象（市民等、団体、もの） 受益者（最終的に受益を受ける人）

市民等 同左

事業の概要

事業の目的（何のために） 事業の内容（事業期間を通して何をするのか）

市内における鳥獣の保護や管理及び、特定外来生物に指定
されているアライグマを県の「アライグマ防除実施計画」に基
づき駆除する。

県のアライグマ防除実施計画に基づき、アライグマの捕獲・処分及び
個体分析調査を行うとともに、その他、有害鳥獣の捕獲及び捕獲の許
可を行う。また、鳥獣等の飼養登録や販売許可を行う。

当該年度の
実施内容及び

成果

具体的な実施内容（当該年度に何をしたのか） 事業の成果【定性的評価】

川口市内における有害鳥獣の捕獲申請の許可を行った。 
市内全域で、箱わなによるアライグマの捕獲及び処分を行っ
た。（錯誤捕獲のハクビシンについても同様の処理） 
カラス被害について、緊急性があった際に、公共施設や公道
上のヒナの回収を行った。

鳥獣の捕獲許可数38件 
アライグマの捕獲罠設置件数280件（前年度比126％増） 
うちアライグマの捕獲頭数85頭・ハクビシンの捕獲頭数15頭 
カラスの被害による出動件数4件、うちカラスのヒナの回収4羽

３ 事業活動・成果の状況

指
標
①

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績値・達成状況

指
標
②

名称 指標・目標値の
説明（算定式）単位 指標の種別

目標値
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

予算費目 川口市一般会計

４ 年度別事業費 （単位：千円）

実績値・達成状況

令和6年度 令和7年度

4 款 3 項 1 目 4 細目 2 細々目 鳥獣捕獲等許可関連事業

3,892 5,318

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

5,431 5,431

決算額（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ） 2,908 2,702 4,365

予算額（Ａ） 4,895

財
源
※

特定財源（Ｃ） 244 266 251 355

一般財源（Ｄ） 2,664 2,436 4,114 5,076

概算人件費（Ｅ） 5,293 5,005 6,320 6,723 6,723

0.83 0.00 0.83従事職員人数（人） 常勤 再任用 0.67 0.00 0.65 0.00

総事業費｛（Ａ）又は（Ｂ）｝＋（Ｅ） 8,201 7,707 10,685 12,154 12,154

0.00 0.80 0.00

※評価年度以前は決算額（B)の財源を、評価年度の翌年以降は予算額（A)の財源を表示しています。

５ 視点評価

視点 評価項目 判定 視点評価 視点 評価項目 判定 視点評価

必
要
性

現在の市民のニーズ 高かった

15
効
率
性

期待どおりの成果

将来的な市民のニーズ 見込める ／15 目的に対する事業内容

13

期待以上

15市関与の必要性 高かった 施策(上位目的)への貢献 高かった

行った

適正 ／15

有
効
性

コストに対する成果 どちらともいえない

13
公
平
性

受益者の資格条件 適正

効率化して実施

／60

業務プロセス改善 行った・既に行った 受益者負担の水準 適正

民間活用 行った・既に行った ／15 対象者への周知

翌々年度 効率化して実施

／15

６ 総評価【定量的評価】・今後の事業展開

総評価 事業を実施する上での課題及び改善方策
今後の実施方向性

56
アライグマの捕獲頭数が前年度と比べて約202％と大幅な増加となった。 
現在、捕獲に関しては箱わな設置と捕獲獣の回収が異なる業者となっているが、更なる捕獲頭
数の確保に向けて本課を含めた3者で体制の強化を図っていく。

翌年度


